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る
「
博
物
館
網
走
監
獄
」
な
ど
も
あ
る
。

　

本
稿
は
こ
の
第
二
回
現
地
視
察
に
つ
い
て
概
括
的
に
報

告
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
．
初
日
に
予
定
外
の
北
見
市
留
辺
蘂
町
地
区
へ

　

今
回
の
視
察
で
は
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
各
自
、
日

程
一
日
目
の
夜
ま
で
に
北
見
市
内
に
入
り
、
二
日
目
の
朝

に
集
合
し
、
揃
っ
て
レ
ン
タ
カ
ー
で
、
北
見
市
中
心
部
、

同
市
端
野
町
地
区
、
佐
呂
間
町
、
北
見
市
常
呂
町
地
区
、

網
走
市
の
順
で
各
視
察
先
を
順
に
回
っ
て
い
く
と
い
う
段

取
り
に
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
行
程
を
計
画
し
つ
つ
も
、
一
日
目
の
正

午
前
に
北
見
市
に
到
着
し
た
メ
ン
バ
ー
も
数
名
い
た
た

め
、
予
定
よ
り
早
く
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
計
画
の
中
に

は
位
置
づ
け
て
い
な
い
近
隣
の
史
跡
等
を
可
能
な
限
り
視

察
す
る
こ
と
に
し
た
。
と
は
い
え
、
使
え
る
時
間
は
午
後

の
三
～
四
時
間
ほ
ど
と
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日

は
じ
め
に

　

近
世
期
か
ら
現
代
に
至
る
北
海
道
史
を
多
角
的
に
再
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地

方
自
治
研
究
所
が
設
置
す
る「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
」

（
主
査
＝
押
谷
一
・
酪
農
学
園
大
学
教
授
）
は
、
二
〇
二

〇
年
一
一
月
五
日
～
七
日
、
北
海
道
の
北
東
部
に
位
置
す

る
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
を
訪
問
し
、
第
二
回
現
地
視
察
を
実

施
し
た（
１
）。

　

二
〇
二
〇
年
八
月
実
施
の
第
一
回
現
地
視
察
で
は
、
道

南
の
渡
島
半
島
の
南
端
エ
リ
ア
に
所
在
す
る
数
市
町
（
函

館
市
、
松
前
町
、
江
差
町
な
ど
）
の
史
跡
や
施
設
な
ど
を

訪
れ
、
主
に
松
前
藩
の
歴
史
や
幕
藩
関
係
、
幕
末
期
以
降

の
日
ロ
関
係
、
箱
館
戦
争
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

行
っ
た（
２
）。
本
稿
で
扱
う
第
二
回
現
地
視
察
で
は
、
訪
問
先

に
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
を
選
び
、北
見
市
と
網
走
市
の
史
跡
・

施
設
な
ど
を
メ
イ
ン
の
視
察
先
と
し
な
が
ら
、前
回
同
様
、

時
間
の
ゆ
る
す
限
り
、
近
隣
の
町
で
も
視
察
を
行
っ
て
き

た
。

　

今
次
視
察
の
大
枠
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
屯
田
兵
お
よ

び
民
間
移
民
団
に
よ
る
開
拓
、
北
方
民
族
と
し
て
の
ア
イ

ヌ
民
族
の
歴
史
・
文
化
、
囚
人
労
働
な
ど
が
念
頭
に
置
か

れ
た
。
二
〇
〇
六
年
三
月
の
四
市
町
合
併
を
経
て
、
一
四

〇
〇
平
方
㌔
超
と
い
う
道
内
最
大
、
全
国
四
位
の
面
積
を

有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
現
在
の
北
見
市
に
は
、
四
つ
の
合

併
関
係
市
町
、
す
な
わ
ち
、
旧
北
見
市
、
旧
端
野
町
、
旧

常
呂
町
、
旧
留
辺
蘂
町
が
そ
れ
ぞ
れ
に
蓄
積
し
て
き
た
史

料
な
ど
が
各
所
に
残
る
。
北
見
市
の
北
側
に
境
界
を
接
す

る
佐
呂
間
町
に
は
、
明
治
期
に
栃
木
県
で
発
生
し
た
、
い

わ
ゆ
る
「
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
」
に
よ
り
、
同
県
内
の
諸

村
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
が
開
拓
し
、
集
落
を
形
成
し

た
「
栃
木
」
と
い
う
地
名
が
現
在
も
残
る
。
網
走
市
に

は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
知
見
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
著
名
な
施
設
が
い
く
つ
か
あ
る
ほ
か
、

現
在
は
観
光
施
設
と
し
て
も
内
外
に
高
い
知
名
度
を
有
す

　

正　

木　

浩　

司

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
２
回
現
地
視
察

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
二
回
現
地
視
察
レ
ポ
ー
ト

　

－

北
見
市
・
佐
呂
間
町
・
網
走
市
を
訪
ね
て
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向
か
っ
た
の
は
、
同
市
の
中
心
部
か
ら
西
へ
車
で
四
〇
分

ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
留
辺
蘂
町
地
区
で
あ
る
。

　

一
日
目
の
計
画
外
の
視
察
先
に
留
辺
蘂
町
地
区
を
選
ん

だ
こ
と
に
は
、
時
間
的
制
約
の
他
に
も
理
由
が
あ
る
。
研

究
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、
同
地
区
に
住
む
旧
留
辺
蘂
町

役
場
の
元
職
員
の
方
と
旧
知
の
間
柄
で
あ
り
、
今
回
の
視

察
の
件
を
出
発
前
日
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
急
な
話
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
地
の
ガ
イ
ド
役
を
快
諾
し
て
く
れ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

旧
留
辺
蘂
町
の
元
職
員
、
中
川
功
氏
は
、
同
町
役
場
を

二
〇
〇
四
年
に
定
年
退
職
し
た
が
、
現
役
時
代
は
町
職
員

組
合
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、
委
員
長
職
も
務
め
、
様
々

な
労
働
運
動
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
そ
の
名
を
知
ら
れ

る
御
仁
で
あ
る
。

　

筆
者
自
身
も
中
川
氏
と
は
以
前
よ
り
相
互
に
面
識
を
も

つ
関
係
に
あ
る
。
二
〇
〇
二
～
〇
四
年
、
町
収
入
役
の
任

に
あ
っ
た
中
川
氏
は
、「
留
辺
蘂
町
地
域
通
貨
」
や
「
愛

町
債
」
と
い
っ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
政
策
の
推
進
で
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
筆
者
は
そ
の
取
り
組
み

を
取
材
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
・
発
表
し
た
こ
と
が
あ
っ

た（
３
）。
町
役
場
を
退
職
し
た
後
の
中
川
氏

は
、
愛
町
債
の
経
験
な
ど
を
土
台
に
し

な
が
ら
、
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
存
続

運
動
な
ど
に
携
わ
り
、
全
国
に
向
け
て

積
極
的
な
発
信
を
続
け
て
い
る
。
今
回

は
思
い
が
け
ず
十
数
年
ぶ
り
の
嬉
し
い

再
会
と
な
っ
た
。

２
．
強
制
労
働
の
歴
史
を
秘
め
る

　
「
常
紋
ト
ン
ネ
ル
」

　

今
回
、
中
川
氏
に
ガ
イ
ド
役
を
引
き

受
け
て
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
は
、
大
正

期
初
め
の
一
九
一
二
～
一
四
年
に
石
北

本
線
・
常
紋
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
工
事
で

行
わ
れ
た
強
制
労
働
（
タ
コ
労
働
）
と

い
う
歴
史
的
事
実
の
周
知
、
犠
牲
者
の

遺
骨
の
発
掘
と
供
養
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

常
紋
ト
ン
ネ
ル
開
削
工
事
で
の
強
制
労
働
に
か
か
る
犠

牲
者
の
遺
骨
の
発
掘
・
供
養
の
取
り
組
み
は
、
一
九
七
〇

（
昭
和
四
五
）
年
九
月
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
工
事
で
壁
裏
か

ら
人
骨
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
契
機
に
本
格
化
し
た
と
い

う
。
以
降
の
取
り
組
み
を
主
導
し
た
の
は
、
民
衆
史
家
の

小
池
喜
孝
氏
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
動
き
に
先
行
し
て
、
地

元
で
は
林
隆
弘
尼
ら
真
言
宗
白
竜
山
遍
照
院
の
尼
僧
た
ち

に
よ
る
供
養
の
実
践
が
あ
っ
た
。
林
隆
弘
尼
は
強
制
労
働

の
犠
牲
者
を
供
養
す
る
た
め
に
僧
と
な
っ
た
方
で
あ
り
、

そ
の
取
り
組
み
は
、
常
紋
ト
ン
ネ
ル
の
犠
牲
者
の
み
な
ら

ず
、
後
述
す
る
中
央
道
路
（
旭
川

－

網
走
）
の
開
削
工
事

で
行
わ
れ
た
囚
人
労
働
の
犠
牲
者
に
も
及
ぶ
。
中
川
氏
自

身
も
先
述
の
一
九
七
〇
年
の
人
骨
発
見
か
ら
、
こ
の
活
動

に
長
年
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
い
う
。

　

視
察
一
日
目
の
こ
の
日
、
中
川
氏
の
案
内
で
訪
れ
た
の

は
、「
常
紋
ト
ン
ネ
ル
工
事
殉
難
者
追
悼
碑
」、「
常
紋
ト

ン
ネ
ル
殉
職
者
之
墓
」、
前
出
の
真
言
宗
白
竜
山
遍
照
院常紋トンネル工事殉難者追悼碑

＜付表＞　第２回現地視察の主な視察先
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な
ど
、
同
地
区
内
の
数
カ
所
で
あ
る
。

　

追
悼
碑
が
町
立
金
華
小
学
校（
一
九
七
七
年
三
月
閉
校
）

の
跡
地
に
建
立
さ
れ
た
の
は
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年

一
一
月
の
こ
と
。
そ
の
実
現
に
は
、
同
年
四
月
に
発
足
し

た
「
常
紋
ト
ン
ネ
ル
工
事
殉
難
者
追
悼
碑
建
設
期
成
会
」

の
活
動
が
あ
り
、
当
時
、
町
職
員
組
合
委
員
長
の
立
場
に

あ
っ
た
中
川
氏
自
身
は
期
成
会
に
事
務
局
長
と
し
て
参
画

し
て
い
た
。
追
悼
碑
建
立
の
経
費
は
、
期
成
会
が
集
め
た

募
金
と
町
か
ら
の
助
成
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
と
い
う
。

碑
背
面
に
掲
示
の
金
属
板
に
刻
ま
れ
た「
追
悼
碑
の
由
来
」

は
、
常
紋
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
工
事
に
秘
め
ら
れ
た
過
酷
な

強
制
労
働
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
以

下
、
そ
の
引
用
で
あ
る
。

　

常
紋
ト
ン
ネ
ル
は
、
大
正
元
年
か
ら
三
年
の
歳
月
を
か
け
、

本
州
か
ら
募
集
さ
れ
た
人
々
の
強
制
労
働
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
工
事
の
途
上
、
粗
食
、
重
労
働
、
リ
ン
チ
な
ど
に
よ
っ

て
殉
難
さ
れ
た
方
が
た
は
、
百
数
十
人
以
上
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
鉄
道
に
よ
っ
て
限
り
な
い
恩
恵
を
受
け
て
い
る
私
た
ち

は
、
無
念
の
死
を
と
げ
た
方
が
た
を
追
悼
し
、
北
海
道
開
拓
の

歴
史
か
ら
葬
ら
れ
て
き
た
人
び
と
の
功
績
を
末
永
く
後
世
に
伝

え
、
ふ
た
た
び
、
人
間
の
尊
厳
が
ふ
み
に
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
誓
い
を
あ
ら
た
に
し
て
こ
の
碑
を
建
立
し
ま
す
。

　

追
悼
碑
と
同
時
に
建
立
さ
れ
た
殉
職
者
之
墓
は
、
留
辺

蘂
町
共
同
墓
地
（
現
・
北
見
市
立
留
辺
蘂
墓
地
）
内
の
一

角
に
あ
る
。
中
川
氏
に
よ
る
と
、
墓
の
建
立
地
が
決
定
さ

れ
る
ま
で
に
は
、
地
権
者
と
の
交
渉
な
ど
で
一
定
の
苦
労

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

今
回
、
説
明
の
な
か
で
語
ら
れ
た
中
川
氏
の
一
言
が
強

く
印
象
残
っ
て
い
る
。「
常
紋
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
、
地

元
に
運
動
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
遺
骨
の
発
掘
も
あ
る
程
度

進
ん
で
い
る
が
、
地
元
に
運
動
が
な
く
、
ま
っ
た
く
発
掘

が
進
ん
で
い
な
い
地
域
も
ま
だ
あ
る
」
と
。
強
制
労
働
は

北
海
道
開
拓
の
秘
さ
れ
た
歴
史
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
全

貌
の
解
明
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
実
感
さ

せ
ら
れ
た
。
強
制
労
働
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
後

段
で
数
回
立
ち
戻
る
こ
と
に
な
る
。

３
．
明
治
期
以
降
の
北
見
地
域
の
行
政
区
画
の
変
遷

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
現
行
の
北
見
市
は
二
〇
〇

六
年
三
月
の
四
市
町
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
が
、
こ
の

北
見
地
域
の
歴
史
を
さ
ら
に
遡
る
と
、
明
治
期
以
降
、
分

村
や
合
併
な
ど
、
行
政
区
画
の
再
編
を
繰
り
返
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
北
見
市
」と
い
う
名
の
地
方
団
体
が
発
足（
市
制
施
行
）

し
た
の
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
六
月
の
こ
と
で

あ
り
、そ
れ
以
前
は
「
野
付
牛
町
」（
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
、
町
制
施
行
）
を
名
乗
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
前
身

で
あ
る
「
野
付
牛
村
」
は
、「
地
の
果
て
」
を
意
味
す
る

ア
イ
ヌ
語
地
名
の
「
ノ
ツ
ケ
ウ
シ
」
に
漢
字
表
記
を
充
て

て
村
名
と
し
、一
八
七
二（
明
治
五
）年
に
発
足
し
て
い
る
。

　

市
名
に
あ
る
「
北
見
」
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年

八
月
の
蝦
夷
地
か
ら
北
海
道
へ
の
改
称
と
と
も
に
設
置
さ

れ
た
道
内
一
一
カ
国
の
う
ち
、こ
の
地
域
を
包
含
し
た「
北

見
国
」
に
由
来
す
る
。
北
見
国
の
域
内
に
は
当
時
、宗
谷
、

利
尻
、
礼
文
、
枝
幸
、
紋
別
、
常
呂
、
網
走
、
斜
里
の
八

郡
が
置
か
れ
て
い
た
。「
北
見
」
の
名
付
け
親
は
松
浦
武

四
郎
で
、
現
在
の
宗
谷
地
方
も
含
み
、
北
の
樺
太
も
見
渡

せ
た
と
い
う
、
武
四
郎
自
身
の
蝦
夷
地
探
査
時
の
経
験
に

由
来
し
て
い
る
と
い
う（
４
）。

　

明
治
期
以
降
に
進
む
北
見
地
域
の
開
拓
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
主
体
は
大
き
く
は
三
つ
あ
る
。
一
つ

は
屯
田
兵
、
二
つ
は
民
間
の
移
民
団
、
三
つ
は
囚
徒
で
あ

る
。
後
段
で
再
度
触
れ
る
が
、
強
制
労
働
の
一
形
態
で
あ

る
囚
人
労
働
に
よ
り
、
旭
川
と
網
走
を
つ
な
ぐ
中
央
道
路

の
一
部
を
な
す
北
見
道
路
が
開
通
し
た
の
は
一
八
九
一

（
明
治
二
四
）年
。こ
の
地
域
で
は
、ま
ず
囚
人
労
働
に
よ
っ

て
幹
線
道
路
が
通
さ
れ
、
そ
の
数
年
後
、
民
間
の
移
民
団

と
屯
田
兵
が
同
じ
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
入
植
し

て
き
て
、
以
降
の
開
拓
の
中
心
的
な
推
進
主
体
に
な
っ
て

い
く
と
い
う
歴
史
が
見
て
取
れ
る
。

　

屯
田
兵
は
、
開
拓
使
時
代
の
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年

に
琴
似
（
現
・
札
幌
市
西
区
）
へ
の
入
植
か
ら
始
ま
り
、

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
ま
で
の
二
四
年
間
で
、
道
内

各
地
に
計
三
二
兵
村
を
形
成
し
た
。
戸
数
に
し
て
計
七
三

〇
〇
戸
を
超
え
る（
５
）。
族
籍
上
、
前
半
は
「
士
族
屯
田
」、

後
半
は
「
平
民
屯
田
」
と
、
区
別
が
あ
る
。

　

北
見
地
域
の
場
合
、
終
盤
の
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）

年
五
月
に
三
つ
の
兵
村
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。野
付
牛（
中

野
付
牛
）、
相
ノ
内
（
上
野
付
牛
）、
端
野
（
下
野
付
牛
）

の
各
兵
村
で
あ
る
。
こ
れ
に
湧
別
兵
村
（
後
に
南
湧
別
と
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り
、
境
内
に
掲
示
さ
れ
た
由
緒
に
よ
る
と
、「
入
植
者
の

有
志
が
、（
中
略
）
明
治
四
十
五
年
京
都
の
八
幡
神
社
の

総
本
宗
男
山
八
幡
宮
（
現
石
清
水
八
幡
宮
）
に
請
願
致
し

御
分
霊
を
奉
戴
致
し
同
年
九
月
十
五
日
神
霊
を
奉
安
せ
ら

れ
た
る
を
も
っ
て
当
社
の
創
建
の
起
源
と
す
る
」と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
同
神
社
の
境
内
に
は
、
北

光
社
に
よ
る
北
見
開
拓
の
事
績
を
顕
彰
す
る
記
念
碑
が
多

数
建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が「
坂
本
直
寬
顕
彰
碑
」

で
あ
り
、「
一
九
八
三
年
五
月
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
北

見
教
会
の
小
池
創
造
牧
師
が
中
心
と
な
っ
て
募
金
を
呼
び

か
け
、
建
立
さ
れ
た
」
（
７
）

と
い
う
。

北
湧
別
に
分
割
）
を
加
え
た
四
兵
村
を
総
称
し
て
「
北
見

屯
田
」
と
い
う
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇
〇
戸
の
平

民
屯
田
で
あ
り
、
沿
岸
防
衛
よ
り
も
内
陸
地
の
開
拓
が
重

視
さ
れ
た
屯
田
兵
村
で
あ
っ
た（
６
）。

４
．
北
光
社
と
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
事
績
を
学
ぶ

　

二
日
目
の
朝
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
全
員
揃
い
、
事

前
に
立
て
た
計
画
に
従
い
、
ま
ず
は
北
見
市
の
中
心
部
に

あ
る
史
跡
・
施
設
の
視
察
へ
出
発
し
た
。

　

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
北
見
駅
か
ら
南
西
に
車

で
一
〇
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
「
北
光
八
幡
神
社
」。
市

内
を
東
西
に
流
れ
る
無
加
川
と
訓
子
府
川
の
間
に
位
置
す

る
。
向
か
う
途
中
に
見
か
け
た
、
野
付
牛
自
動
車
学
校
の

看
板
の
表
記
が
印
象
に
残
る
。
同
神
社
を
訪
れ
た
の
は
、

そ
の
境
内
に
、「
北
光
社
」
に
関
わ
る
も
の
も
含
め
、
開

拓
に
関
わ
る
多
数
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
実
際
に
訪
れ
て
、
境
内
の
石
碑
の
多
さ
に
は
驚
か
さ

れ
た
。

　
「
北
光
社
」
と
は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
五
月
、

土
佐
（
高
知
）
か
ら
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
に
入
植
し
て
き
た

民
間
の
移
民
団
が
創
設
し
た
会
社
名
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー

（
社
長
）
は
土
佐
藩
郷
士
の
坂
本
直
寬
で
、
坂
本
龍
馬
の

甥
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
。
龍
馬
自
身
も
北
海
道
開
拓
に

従
事
す
る
夢
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
夢
は
実
際
に

は
彼
の
親
族
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
訪
れ
た
「
北
光
八
幡
神
社
」
は
、
明
治
期
に
入
植

者
た
ち
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
創
建
さ
れ
た
神
社
で
あ

　

直
寬
自
身
は
入
植
か
ら
二
年
ほ
ど
で
北
見
を
離
れ
、
浦

臼
に
移
住
し
て
「
聖
園
農
場
」
の
経
営
に
携
わ
る
こ
と
に

な
る
が
、
北
光
社
は
前
田
駒
次
や
沢
本
楠
弥
と
い
っ
た
指

導
者
た
ち
の
も
と
で
北
見
地
域
の
開
拓
を
続
け
、
寒
冷
地

の
厳
し
い
風
土
や
水
害
な
ど
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
大
正

期
ま
で
に
広
大
な
農
場
を
開
拓
・
整
備
し
、
こ
れ
が
現
在

の
北
見
市
の
市
街
地
や
農
地
の
礎
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

な
お
、
坂
本
家
の
北
海
道
開
拓
の
事
績
を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
施
設
「
北
海
道
坂
本
龍
馬
記
念
館
」
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
っ
て
函
館
市
内
に
開
設
・
運
営
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
第
一
回
現
地
視
察
の
レ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し

た
と
お
り
で
あ
る
。

  

神
社
を
去
り
、
次
に
向
か
っ
た
の
は
「
ピ
ア
ソ
ン
記
念

館
」
と
い
う
施
設
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
北
見
駅
か
ら
西
に
車
で

五
分
ほ
ど
の
距
離
の
丘
の
上
に
あ
る
。

　

先
述
し
た
北
光
社
の
指
導
者
た
ち
を
特
徴
付
け
る
要
素

と
し
て
は
、
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
へ
の
関
わ
り
と
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
施
設
名
に
あ

る
「
ピ
ア
ソ
ン
」
と
は
人
名
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
キ

リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
長
老
派
教
会
）
宣

教
師
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ペ
ッ
ク
・
ピ
ア
ソ
ン
（G

eorge 

Peck Pierson 1861-1939

）
と
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
・
ピ
ア

ソ
ン
（Ida G

oepp Pierson 1862-1937

）
の
夫
妻
の
こ

と
で
あ
る
。こ
の
施
設
は
元
々
は
夫
妻
の
私
邸
で
あ
っ
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
北
海

道
に
渡
っ
て
き
て
、
ア
イ
ヌ
集
落
も
含
め
道
内
各
地
で
の

宣
教
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
野
付
牛
村
に
移
住
し
て
き
た

の
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
こ
と
で
、
こ
の
地
が
日

北光八幡神社境内の北光社史跡　３つの碑の左が「坂本直寬顕彰碑」
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道
三
九
号
線
を
北
東
へ
車
で
三
〇
分
ほ
ど
走
っ
た
先
、
緋ひ

牛う
し
な
い内
地
区
に
あ
る
。
国
道
を
逸
れ
て
道
道
一
〇
四
号
線
に

入
る
と
、
程
な
く
眼
前
に
広
大
で
の
ど
か
な
耕
作
地
の
風

景
が
開
け
る
。
こ
の
北
海
道
ら
し
い
風
景
の
中
を
数
分
進

む
と
、
路
傍
の
細
長
い
ス
ペ
ー
ス
に
並
ん
だ
供
養
碑
、
六

地
蔵
、
塚
が
見
え
て
く
る
。

　

前
出
の
「
北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー
」
内
の
博
物
館

に
は
、
復
元
さ
れ
た
北
見
屯
田
の
屯
田
兵
屋
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
兵
屋
を
回
り
込
ん
だ
さ
ら
に
そ
の
奥
、
館

最
奥
の
壁
面
に
、
一
つ
の
重
要
な
展
示
が
あ
っ
た
。「
北

海
道
開
拓
と
強
制
労
働
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
付
さ
れ
た

本
で
最
後
の
活
動
拠
点
と
な
っ
た
。
夫
ジ
ョ
ー
ジ
は
旧
約

聖
書
の
註
解
書
、
通
称
「
ピ
ア
ソ
ン
聖
書
」
の
編
纂
、
妻

ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
は
旭
川
で
の
廃
娼
運
動
な
ど
で
も
知
ら

れ
、
後
者
に
は
前
出
の
坂
本
直
寬
も
協
力
し
た
と
い
う
。

北
見
を
最
後
の
拠
点
と
し
た
夫
妻
の
日
本
で
の
宣
教
活
動

は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
ま
で
続
い
た
。

　

現
在
の
「
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
」
は
、
一
九
七
〇
（
昭
和

四
五
）
年
に
北
見
市
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
も
の
で
、
同

年
五
月
よ
り
夫
妻
の
事
績
に
関
す
る
資
料
館
と
し
て
開
館

さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
七
月
八
日
に
「
北

見
市
指
定
文
化
財
」（
第
一
〇
号
）
に
指
定
、
二
〇
〇
一

（
平
成
一
三
）
年
に
は
「
北
海
道
遺
産
」（
第
一
回
選
定
分
、

第
二
二
号
）
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
（
平
成
一

六
）
年
四
月
に
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
が
適
用
と

な
り
、
以
降
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会
」
（
８
）
が
指
定
管

理
を
続
け
て
い
る
。
入
場
は
無
料
で
、
記
念
館
に
常
駐
す

る
ピ
ア
ソ
ン
会
の
関
係
者
が
ガ
イ
ド
を
し
て
く
れ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
各
宗
派
の
派
遣
す
る
宣
教
師
た
ち
に
限
ら

ず
、
神
道
や
仏
教
の
関
係
団
体
も
含
め
、
北
海
道
開
拓
に

お
い
て
宗
教
な
い
し
宗
教
団
体
の
果
た
し
た
役
割
や
影
響

な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
探
求
し
た
い

テ
ー
マ
で
あ
る
。

５
．
囚
人
労
働
の
歴
史
を
伝
え
る
「
鎖
塚
」

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
視
察
を
終
え
る
と
、
野
付
牛
公
園

の
一
画
に
立
地
す
る
「
北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー
」
内

の
博
物
館（
９
）、
端
野
町
地
区
に
あ
る
「
端
野
町
歴
史
民
俗
資

料
館
」
（
（1
（

を
順
に
訪
れ
、
北
見
市
や
旧
端
野
町
の
開
拓
の
歴

史
や
自
然
を
学
び
、
次
に
強
制
労
働
問
題
の
象
徴
的
な
史

跡
へ
と
向
か
っ
た
。
北
見
市
指
定
文
化
財「
鎖
塚
の
区
域
」

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
現
在
、「
土
饅
頭
」
と
も
呼
ば
れ
た

三
基
の
塚
が
保
存
さ
れ
、
そ
の
脇
に
「
鎖
塚
供
養
碑
」
と

数
体
の
仏
像
（
観
音
像
一
体
、
地
蔵
尊
六
体
）
な
ど
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。
前
出
の
小
池
喜
孝
氏
に
よ
る
著
書
『
鎖

塚 

自
由
民
権
と
囚
人
労
働
の
記
録
』
は
、
こ
の
塚
に
秘

め
ら
れ
た
北
海
道
開
拓
史
の
一
面
を
紹
介
し
た
問
題
提
起

の
書
で
あ
る
。

　
「
鎖
塚
の
区
域
」
は
、
端
野
町
地
区
の
中
心
部
か
ら
国

ピアソン記念館の外観

鎖 塚 の 区 域
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旧
端
野
町
の
開
基
八
〇
周
年
を
機
に
一
九
七
六
（
昭
和
五

一
）
年
一
〇
月
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

旧
端
野
町
教
育
委
員
会
（
現
・
北
見
市
教
育
委
員
会
）

が「
鎖
塚
の
区
域
」を
町
指
定
文
化
財（
有
形
文
化
財（
史
跡
））

に
指
定
し
た
際
（
一
九
九
二
年
二
月
二
七
日
指
定
）
に
設

置
し
た
説
明
看
板
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
24
年
（
１
８
９
１
）、
網
走
・
上
川
間
に
中
央
道
路
が

開
削
さ
れ
た
。
こ
の
工
事
に
は
１
５
０
０
人
も
の
釧
路
集
治
監

の
囚
人
が
使
役
さ
れ
た
が
、
４
月
か
ら
12
月
と
い
う
短
期
間
に

約
１
６
３
km
も
の
距
離
を
開
削
す
る
と
い
う
突
貫
的
な
難
工
事

の
た
め
２
０
０
人
以
上
の
囚
人
が
倒
れ
て
亡
く
な
っ
た
。

　

こ
の
鎖
塚
の
土
饅
頭
は
そ
の
と
き
亡
く
な
っ
た
囚
人
の
墓
標

の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
地
形
の
変
化
等
が
あ
り
、

そ
の
形
状
に
つ
い
て
は
現
在
よ
り
も
か
な
り
低
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

端
野
町
の
開
拓
は
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
の
屯
田
兵
の
入

地
に
よ
り
、
本
格
的
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
入
地
に
至
る
道
路

は
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。

　

右
の
引
用
文
に
あ
る
「
釧
路
集
治
監
の
囚
人
」
と
は
、

こ
の
工
事
の
た
め
の
労
働
力
と
し
て
釧
路
集
治
監
（
標
茶

町
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
開
設
）
か
ら
移
送
さ
れ

て
き
た
一
二
〇
〇
人
の
囚
徒
で
あ
る
。
そ
の
際
、
工
事
の

拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
「
釧
路
監
獄
署
網
走
囚
徒

外
役
所
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の
網
走
刑
務
所
の
始
ま

り
で
あ
る
。
網
走
刑
務
所
、
そ
の
前
身
で
あ
る
網
走
監
獄

に
つ
い
て
は
後
段
で
再
度
触
れ
る
。

展
示
で
あ
る
。
こ
の
説
明
文
の
中
に
「
北
海
道
で
行
わ
れ

た
強
制
労
働
形
態
」
と
し
て
、
以
下
の
四
つ
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
ア
イ
ヌ
人
強
制
労
働
、
②
囚
人

労
働
、
③
タ
コ
労
働
、
④
外
国
人
労
働
で
あ
る
。
タ
コ
労

働
は
、
甘
言
に
よ
る
勧
誘
・
前
借
、
隔
離
・
拘
禁
状
態
に

置
い
た
募
集
人
夫
を
労
働
力
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
囚

人
労
働
は
、囚
人
外
役
の
形
を
と
り
な
が
ら
、実
質
は
「
使

い
捨
て
の
労
働
力
」
と
し
て
過
酷
な
労
働
を
強
い
る
も
の

で
あ
る
。
第
二
節
で
紹
介
し
た
常
紋
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
工

事
で
は
タ
コ
労
働
が
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
緋
牛
内
地
区

の
「
鎖
塚
」
は
囚
人
労
働
に
関
わ
る
。
北
海
道
開
拓
の
歴

史
に
お
い
て
は
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
頃
か
ら
道

路
の
開
削
工
事
、
硫
黄
山
の
資
源
採
取
、
炭
砿
労
働
な
ど

に
囚
人
労
働
の
活
用
が
推
奨
さ
れ
、
こ
れ
が
明
治
二
〇
年

代
末
に
廃
止
さ
れ
た
後
、
タ
コ
労
働
に
切
り
替
え
ら
れ
て

い
く
流
れ
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
権
無
視
の

過
酷
な
環
境
下
で
の
労
働
を
強
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

中
で
斃
れ
た
囚
徒
や
人
夫
の
遺
体
は
、
墓
所
で
は
な
く
、

路
傍
な
ど
に
埋
葬
さ
れ
た
。
埋
葬
場
所
の
「
土
饅
頭
」
は
、

そ
こ
か
ら
囚
徒
が
逃
亡
防
止
の
た
め
に
装
着
さ
れ
て
い
た

鎖
が
出
て
く
る
こ
と
に
由
来
し
、「
鎖
塚
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
前
出
の
「
端
野
町
歴
史
民
俗
資

料
館
」
で
は
鎖
の
再
現
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

緋
牛
内
地
区
に
あ
る「
鎖
塚
供
養
碑
」は
、中
央
道
路（
旭

川

－

網
走
間
、
二
二
〇
㌔
）
の
開
削
工
事
の
う
ち
、
そ
の

一
区
間
で
あ
る
北
見
道
路
（
網
走

－

北
見
峠
間
、
約
一
六

三
㌔
）
の
開
削
工
事
に
従
事
し
、
犠
牲
と
な
っ
た
囚
徒
た

ち
を
供
養
す
る
も
の
で
あ
る
。
供
養
碑
お
よ
び
六
地
蔵
は

６
．
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
に
つ
な
が
る
佐
呂
間
町
栃

　

木
地
区

　

北
見
市
の
中
心
部
と
端
野
町
地
区
で
の
各
所
の
視
察
を

終
え
、
同
地
区
に
あ
る
蕎
麦
屋
で
昼
食
休
憩
を
済
ま
せ
る

と
、
国
道
三
三
三
号
線
を
通
っ
て
北
西
へ
移
動
。
四
〇
分

ほ
ど
で
佐
呂
間
町
の
南
西
部
に
あ
る
栃
木
地
区
に
到
着
し

た
。
め
ざ
し
た
の
は
、
そ
の
敷
地
内
に
記
念
碑
な
ど
が
建

立
さ
れ
て
い
る
「
栃
木
神
社
」
で
あ
る
。

　

佐
呂
間
町
の
開
基
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
和

人
（
青
森
出
身
の
鈴
木
甚
五
郎
）
の
入
植
と
さ
れ
、
こ
れ

以
降
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
分
村
と
改
称
を
く
り
返
し
て

き
て
い
る
。「
佐
呂
間
町
」
と
い
う
名
の
団
体
が
最
初
に

現
れ
る
の
は
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
だ
が
、
現
行
の

佐
呂
間
町
は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
九
月
の
若
佐
村

と
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

町
の
南
西
部
に
置
す
る
栃
木
地
区
は
、
か
つ
て
は
サ
ロ

マ
ベ
ツ
原
野
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
一
九
一
一
（
明

治
四
四
）
年
四
月
、
日
本
初
の
公
害
事
件
と
さ
れ
る
足
尾

銅
山
鉱
毒
事
件
で
罹
災
し
、
困
窮
状
態
に
陥
っ
た
栃
木
県

谷
中
村
な
ど
の
住
民
た
ち
（
六
六
戸
・
約
二
四
〇
人
）
が

入
植
し
、
開
拓
を
進
め
、
故
郷
の
名
を
冠
す
る
集
落
を
形

成
し
た
土
地
で
あ
る
。
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、「
東
、南
、

西
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
北
面
斜
面
に
位
置
し
、
平
地
が
少

な
く
標
高
の
高
い
大
地
」、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
の
北
風

が
ま
と
も
に
吹
き
込
む
佐
呂
間
町
内
で
最
も
雪
解
け
が
遅

い
場
所
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
開
拓
を
進
め
る
に
は
決
し
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十
五
日
こ
の
地
を
栃
木
神
社
と
し
た
」
と
あ
る
。
現
在
は

栃
木
公
民
館
が
隣
接
す
る
ほ
か
、
先
述
の
と
お
り
、
境
内

に
は
栃
木
地
区
の
開
基
を
記
念
す
る
二
つ
の
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
栃
木
開
基
百
周
年
記
念
之
碑
」（
二

〇
一
一
年
建
立
）、も
う
一
つ
は「
開
基
五
十
周
年
記
念
碑
」

（
一
九
六
〇
年
建
立
）
で
あ
る
。
後
者
に
は
「
栃
木
部
落

の
沿
革
」
と
題
す
る
長
め
の
碑
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
移

住
の
原
因
と
な
っ
た
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
の
推
移
、
罹
災

し
た
農
民
た
ち
と
共
に
谷
中
村
の
廃
村
を
進
め
る
国
家
権

力
と
闘
っ
た
田
中
正
造
代
議
士
の
功
績
、
栃
木
か
ら
佐
呂

間
へ
の
移
住
時
の
状
況
な
ど
を
説
明
し
、
こ
の
地
の
開
拓

に
携
わ
っ
た
先
人
た
ち
の
苦
難
を
偲
び
、
そ
の
功
績
を
讃

え
て
い
る
。

　

同
神
社
の
視
察
を
終
え
る
と
、「
佐
呂
間
町
開
拓
資
料

館
」
（
（1
（

の
見
学
を
経
て
、
道
道
七
号
線
を
北
東
方
面
へ
向
か

い
、
サ
ロ
マ
湖
の
東
端
を
掠
っ
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
臨

む
北
見
市
常
呂
町
地
区
へ
と
抜
け
た
。
す
で
に
午
後
三
時

を
回
っ
て
お
り
、
終
業
間
近
の
「
と
こ
ろ
遺
跡
の
森
」
に

滑
り
込
み
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
に
属
す
る
「
常
呂
遺
跡
」

の
集
落
遺
跡
群
や
、
敷
地
内
の
三
施
設
の
見
学
を
足
早
に

済
ま
せ
た
（
（1
（

。
こ
の
日
の
行
程
は
こ
こ
で
終
了
と
し
、
国
道

二
三
八
号
線
を
南
下
し
て
、
宿
泊
先
の
あ
る
網
走
市
へ
と

向
か
っ
た
。

７
．
囚
人
労
働
問
題
の
発
信
拠
点「
博
物
館
網
走
監
獄
」

　

明
け
て
三
日
目
は
、
帰
り
の
特
急
電
車
が
出
る
夕
方
ま

で
、
可
能
な
限
り
網
走
市
内
の
各
所
を
回
る
と
い
う
計
画

を
立
て
て
い
た
が
、
こ
の
日
は
ま
ず
、
同
市
か
ら
南
へ
車

で
一
時
間
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
美
幌
町
ま
で
足
を
の
ば

し
、「
美
幌
博
物
館
」
（
（1
（

を
視
察
し
た
。
同
町
へ
の
移
住
者

数
の
出
身
県
別
の
内
訳
な
ど
の
展
示
が
特
に
印
象
に
残

る
。退
館
後
、午
前
の
う
ち
に
美
幌
町
か
ら
網
走
市
へ
と
っ

て
返
す
と
、
同
市
呼
人
地
区
、
天
都
山
の
網
走
湖
側
に
立

地
す
る
市
内
屈
指
の
著
名
な
博
物
館
の
一
つ
に
向
か
っ

た
。「
博
物
館
網
走
監
獄
」
で
あ
る
。

　

博
物
館
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
説
明
に
よ
る
と
、
こ

こ
は
「
公
益
財
団
法
人
網
走
監
獄
保
存
財
団
」
が
設
立
・

運
営
す
る
「
網
走
刑
務
所
旧
建
造
物
を
保
存
公
開
す
る
野

外
歴
史
博
物
館
」
で
あ
り
、「
網
走
国
定
公
園
の
景
勝
天

都
山
網
走
湖
側
に
位
置
し
、
敷
地
面
積
は
約
東
京
ド
ー
ム

三
・
五
個
分
に
相
当
」
す
る
と
あ
る
。

　

同
じ
く
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
施
設
概
要
」
で

基
本
情
報
を
補
足
す
る
と
、
開
業
日
は
一
九
八
三
（
昭
和

五
八
）
年
七
月
六
日
（「
博
物
館
法
」
に
よ
る
登
録
博
物

館
認
定
は
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
六
月
一
四
日
）
で
、

三
〇
年
近
い
歴
史
を
有
す
る
。
敷
地
面
積
は
、
事
業
地
だ

け
で
も
一
六
万
九
二
六
四
平
方
㍍
と
広
大
だ
が
、
加
え
て

事
業
地
外
と
し
て
隣
接
地
、
井
水
用
地
な
ど
一
一
万
一
四

〇
七
平
方
㍍
を
も
有
す
る
。
敷
地
内
に
は
移
築
建
築
物
と

再
現
建
築
物
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
、
建
築
面
積
は
三
八
件

一
万
二
二
八
〇
平
方
㍍
に
及
ぶ
。
移
築
建
築
物
に
は
重
要

文
化
財
と
登
録
文
化
財
も
含
ま
れ
る
。
資
料
総
数
は
一
万

点
と
あ
る
。

　

博
物
館
が
保
存
・
公
開
す
る
の
は
、
先
述
の
と
お
り
、

網
走
刑
務
所
（
網
走
市
字
三
眺
）
の
旧
建
造
物
で
あ
る
。

て
条
件
の
良
い
場
所
で
は
な
い
こ
と
が
即
座
に
読
み
取
れ

る
。
地
区
人
口
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の
六
五
一

人
を
ピ
ー
ク
に
（
（1
（

、
二
〇
一
五
年
国
勢
調
査
で
は
二
三
世
帯

七
八
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
視
察
当
日
も
人
や
車
に

出
く
わ
す
こ
と
は
な
く
、
静
寂
の
中
に
農
地
や
牧
場
、
森

林
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

  

今
回
訪
問
し
た
「
栃
木
神
社
」
は
、
境
内
に
掲
示
さ
れ

た
由
来
に
よ
る
と
、「
明
治
四
十
四
年
四
月
三
日
に
入
植

し
た
栃
木
県
足
尾
銅
山
鉱
毒
罹
災
者
六
十
六
戸
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
故
郷
宇
都
宮
市
二
荒
神
社
よ
り
大
物
主

命
・
事
代
主
命
・
三
穂
姫
命
の
御
祭
神
を
移
し
同
年
六
月 栃　木　神　社
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年
の
北
見
国
網
走
郡
内
に
お
け
る
「
ア
バ
シ
リ
村
」
の
設

置
を
開
基
と
定
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
漢
字

を
充
て
た
「
網
走
村
」
へ
の
改
称
（
一
八
七
五
年
）、
近

隣
村
と
の
合
併
を
経
て
の
二
級
町
村
制
施
行
に
よ
る
「
網

走
町
」
へ
の
改
称
（
一
九
〇
二
年
四
月
）
を
経
て
、
市
制

施
行
し
て
網
走
市
と
な
る
の
が
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

博
物
館
内
の
展
示
に
よ
れ
ば
、
釧
路
監
獄
署
網
走
囚
徒

外
役
所
の
設
置
に
伴
い
、
中
央
道
路
開
削
工
事
の
囚
人
労

働
に
使
役
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
二
〇
〇
人
の
囚
徒
が

や
っ
て
来
て
、
そ
れ
ま
で
は
小
さ
な
漁
村
で
あ
っ
た
網
走

村
は
大
き
く
変
貌
し
た
と
あ
る
（
（1
（

。
網
走
市
の
開
基
以
来
の

形
成
史
の
中
で
、
刑
務
所
の
設
置
が
大
き
な
転
機
の
一
つ

と
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

本
博
物
館
で
は
、
旧
建
造
物
の
野
外
展
示
の
ほ
か
、
館

内
展
示
の
史
料
・
資
料
も
膨
大
な
数
に
上
る
。
こ
れ
ら
が

伝
え
る
の
は
網
走
監
獄
・
刑
務
所
の
歴
史
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
施
設
と
し
て
の
歴
史
だ
け
で
は
な
く
、
囚
人
労
働
の

事
実
を
伝
え
、
内
外
に
発
信
す
る
も
の
で
も
あ
る
。「
旧

庁
舎
」
内
の
パ
ネ
ル
展
示
や
映
像
で
は
、
北
海
道
開
拓
の

中
で
道
内
各
地
の
集
治
監
（
樺
戸
、
空
知
、
釧
路
、
網

走
）
の
囚
徒
た
ち
が
動
員
さ
れ
た
囚
人
労
働
の
歴
史
に
つ

い
て
概
括
的
に
学
べ
る
ほ
か
、「
監
獄
歴
史
館
」
で
は
主

に
網
走
監
獄
の
囚
徒
が
関
わ
っ
た
中
央
道
路
開
削
工
事
の

過
酷
な
実
態
に
つ
い
て
展
示
資
料
や
体
感
シ
ア
タ
ー
な
ど

で
さ
ら
に
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
館
内
の
パ
ネ
ル
展

示
の
一
つ
と
し
て
、
囚
人
労
働
の
苛
烈
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
象
徴
す
る
当
時
の
政
府
関
係
者
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
特
に
強
い
印
象
が
残
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

・　

山
県
有
朋
「
懲
戒
苦
役
堪
ヘ
難
キ
ノ
労
苦
ヲ
与
ヘ
、
罪

因
ヲ
シ
テ
囚
獄
ノ
畏
ル
ベ
キ
ヲ
知
リ
、
再
ビ
罪
ヲ
犯
ス
ノ

悪
念
ヲ
断
タ
シ
ム
ル
モ
ノ
、
是
レ
監
獄
本
分
ノ
主
義
ナ
リ

ト
ス
」（『
苦
役
本
分
論
』
抜
粋
）

・　

金
子
堅
太
郎
「
元
々
彼
等
は
暴
民
の
悪
徒
で
あ
っ
て
、

尋
常
の
工
夫
で
は
耐
え
ら
れ
ぬ
苦
役
を
充
て
、
こ
れ
に
よ

り
斃
れ
て
も
、
監
獄
費
の
支
出
が
減
る
わ
け
で
、
万
や
む

を
得
ざ
る
政
略
な
り
」（『
北
海
道
三
県
巡
視
復
命
書
』要
約
）

　

年
間
二
〇
万
人
も
の
入
館
者
が
訪
れ
、
今
と
な
っ
て
は

観
光
施
設
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
強
い
が
、
今
回
の
視
察

を
通
じ
て
、
本
博
物
館
が
北
海
道
開
拓
に
お
け
る
囚
人
労

働
の
問
題
を
発
信
す
る
拠
点
施
設
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
運
営
団
体
が
編
集
・
発
行
に
関

わ
る
二
つ
の
書
籍
、『
博
物
館
網
走
監
獄
』（
二
〇
〇
二
年
）、

『
資
料 

北
海
道
監
獄
の
歴
史
』（
二
〇
〇
四
年
）
も
大
い

に
参
考
に
な
る
。

８
．
北
方
民
族
と
い
う
視
点
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
を
理

　

解
す
る

　

広
い
「
博
物
館
網
走
監
獄
」
の
見
学
を
一
通
り
終
え
る

と
、
施
設
受
付
前
に
隣
接
す
る
「
監
獄
食
堂
」
で
昼
食
休

憩
を
と
り
、
こ
こ
を
後
に
し
た
。

　

次
の
目
的
地
は
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
天
都
山
の
山
道
を

進
み
、
山
の
頂
上
近
く
、
車
で
数
分
の
距
離
に
あ
る
「
北

同
刑
務
所
は
、
本
稿
第
五
節
で
も
若
干
触
れ
た
と
お
り
、

以
下
の
よ
う
に
施
設
名
の
変
更
、
関
係
施
設
の
開
設
の
歴

史
を
経
て
い
る
（
（1
（

。

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年　

「
釧
路
監
獄
署
網
走
囚
徒
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
所
」
と
し
て
開
設  

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年　

「
北
海
道
集
治
監
網
走
分
監
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
称

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年　

「
二
見
ヶ
岡
構
外
泊
込
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
」
開
設

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年　

「
網
走
監
獄
」
に
改
称

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年　

「
網
走
刑
務
所
」
に
改
称

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年　

「
住
吉
構
外
泊
込
作
業
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
設

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年　

「
切
通
構
外
泊
込
作
業
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
設

　

網
走
刑
務
所
は
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
か
ら
施
設

の
全
面
改
築
工
事
が
始
ま
り
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年

ま
で
の
二
〇
年
を
か
け
て
こ
れ
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
役
目
を
終
え
た
旧
建
造
物
が
本
博
物
館
の
敷
地
内

に
移
築
も
し
く
は
再
現
さ
れ
、
野
外
展
示
物
と
し
て
現
在

公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
「
旧
網
走
監

獄
庁
舎
」、「
旧
網
走
監
獄
舎
房
及
び
中
央
見
張
所
」、「
旧

網
走
監
獄
教
誨
堂
」、「
旧
網
走
刑
務
所
二
見
ヶ
岡
刑
務
支

所
」
が
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

網
走
市
で
は
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
を
開
基
一

〇
〇
年
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
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道
ア
イ
ヌ
、
千
島
ア
イ
ヌ
、
樺
太
ア
イ
ヌ
）、
樺
太
（
サ

ハ
リ
ン
）
北
部
に
生
活
し
た
ウ
イ
ル
タ
や
ニ
ブ
フ
が
含
ま

れ
、
後
者
に
は
イ
ヌ
イ
ッ
ト
（
エ
ス
キ
モ
ー
）
な
ど
が
含

ま
れ
る
。
館
に
収
蔵
さ
れ
る
の
は
、
各
地
で
収
集
し
た
北

方
諸
民
族
の
衣
服
、
狩
猟
具
、
祭
具
、
玩
具
な
ど
、
生
活

に
関
す
る
資
料
で
あ
り
、
そ
の
数
は
約
八
五
〇
〇
点
に
上

る
と
い
う
（
（1
（

。

　

視
察
二
日
目
の
最
後
に
視
察
し
た「
と
こ
ろ
遺
跡
の
森
」

は
、
六
～
一
一
世
紀
に
北
海
道
の
北
部
か
ら
東
部
に
か
け

て
の
地
域
で
展
開
し
た
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
」、
特
に
こ

れ
に
属
す
る
「
常
呂
遺
跡
」
を
紹
介
す
る
施
設
で
あ
っ
た

が
、
本
博
物
館
に
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
を
「
海
の
狩
猟
文

化
」
と
特
徴
づ
け
、
詳
し
く
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
は
、
歴
史
上
は
続
縄
文

時
代
か
ら
擦
文
文
化
へ
の
移
行
期
間
に
位
置
し
、
擦
文
文

化
と
融
合
し
こ
れ
に
呑
み
込
ま
れ
る
か
た
ち
で
消
滅
し
た

さ
れ
る
が
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
に
も
何
ら
か
の
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
。

　

次
に
向
か
っ
た
「
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
」
も
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文

化
に
関
わ
る
考
古
学
的
発
見
で
あ
る
「
最
寄
貝
塚
」
を
紹
介

す
る
施
設
で
あ
り
、そ
の
展
示
内
容
は
「
と
こ
ろ
遺
跡
の
森
」

や
「
北
海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
」
な
ど
で
得
た
知
見
を
補

海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
」
で
あ
る
。
訪
問
時
は
ち
ょ
う

ど
、
特
徴
的
な
形
状
を
し
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
天
井
部
を
も

つ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
改
修
工
事
中
で
、
通
用
口
か
ら
出
入

り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
北
海
道
の
美
術
館
・
博

物
館
で
は
「
芸
術
週
間
」
の
期
間
中
に
当
た
り
、
常
設
展

示
の
入
場
料
は
無
料
と
さ
れ
て
い
た
。

　

北
方
民
族
博
物
館
は
、公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、

①
北
海
道
を
含
め
た
北
方
諸
地
域
の
厳
し
い
自
然
環
境
に

適
応
し
て
き
た
人
び
と
の
文
化
的
特
徴
、
そ
の
歴
史
的
形

成
過
程
、
民
族
間
の
相
互
関
係
な
ど
を
実
証
的
に
調
査
研

究
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
展
示
し
、
普
及
す
る
こ
と
、
②

そ
れ
に
よ
り
、
道
内
博
物
館
の
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
を
担

う
博
物
館
と
し
て
、
北
海
道
の
文
化
の
振
興
と
国
際
交
流

の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
、
③
北
方
地
域
に
生
活
す
る
民

族
の
文
化
と
歴
史
を
研
究
し
、
あ
わ
せ
て
ひ
ろ
く
道
民
の

こ
れ
ら
民
族
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
を
設
立
趣
旨
・

目
的
と
し
て
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
二
月
一
〇
日
に

開
業
し
た
。
そ
の
名
の
と
お
り
道
庁
が
設
立
し
た
施
設
だ

が
、
二
〇
〇
六
年
以
降
は
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

が
適
用
さ
れ
、「
一
般
財
団
法
人
北
方
文
化
振
興
協
会
」

が
現
在
受
託
し
て
い
る
。

　
「
北
方
民
族
」
と
は
、
館
編
集
・
発
行
の
『
総
合
案
内
』

に
よ
る
と
、
地
球
の
北
半
球
の
主
に
寒
帯
や
亜
寒
帯
気
候

の
地
域
に
暮
ら
し
、自
然
環
境
や
歴
史
的
条
件
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
伝
統
的
な
生

活
を
送
っ
て
き
た
諸
民
族
と
さ
れ
（
（1
（

、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の

二
〇
民
族
と
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
一
八
民
族
、
計
三
八
民

族
が
例
示
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
前
者
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
（
北
海

北海道立北方民族博物館の外観

北方民族博物館内、各民族の衣装の展示
前列手前から３番目がアイヌ民族のもの
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異
な
る
文
化
圏
の
分
布
状
況
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
、
ト
カ
レ

フ
文
化
、
古
コ
リ
ヤ
ー
ク
文
化
、
タ
リ
ヤ
文
化
な
ど
）
を
示

し
た
地
図
が
興
味
深
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
互
い
の
影
響
関
係

や
交
易
関
係
の
有
無
な
ど
、
想
像
力
を
大
い
に
か
き
立
て
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

先
住
民
族
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
・
文
化
に
つ

い
て
、
歴
史
的
・
地
理
的
な
先
入
観
を
免
れ
て
、
中
立
的

に
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
に
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
北
方
民

族
の
一
員
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
民
族
」、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

な
ど
の
古
代
史
と
ア
イ
ヌ
民
族
史
の
関
係
」
と
い
っ
た
視

点
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
と
こ
ろ
遺
跡
の
森
」、

「
北
海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
」、「
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
」
な
ど

の
所
蔵
す
る
膨
大
な
資
料
・
史
料
群
は
、
そ
の
た
め
に
必
要

か
つ
有
意
義
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

貝
塚
館
を
去
る
と
、
今
次
視
察
の
最
後
の
訪
問
先
と
し

て
、
本
館
の
「
網
走
市
立
郷
土
博
物
館
」
を
訪
れ
た
。
本

館
は
、
前
出
の
モ
ヨ
ロ
貝
塚
の
発
見
者
で
あ
る
米
村
喜
男

衛
が
、
自
ら
収
集
し
た
三
〇
〇
〇
点
も
の
考
古
・
ア
イ
ヌ

民
族
資
料
を
提
供
し
、こ
れ
を
基
礎
と
し
て
一
九
三
六（
昭

和
一
一
）
年
に
開
設
し
た
「
北
見
郷
土
舘
」
が
前
身
で
あ

る
（
（2
（

。
市
立
博
物
館
ら
し
く
、
館
内
の
展
示
物
は
古
代
か
ら

現
代
に
至
る
網
走
の
自
然
・
文
化
、
開
拓
の
歴
史
な
ど
に

か
か
る
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
網
羅
し
て
い
る
。

　

大
正
か
ら
昭
和
に
活
躍
し
た
建
築
家
・
田
上
義
也
の
設

計
に
よ
る
本
館
お
よ
び
隣
接
す
る
新
館
（
一
九
六
一
年
増

築
）
の
建
物
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
の

指
定
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
五
日
指
定
）
を
受
け
て
い
る
。

９
．
ま
と
め
に
代
え
て

　

冒
頭
で
、
今
次
視
察
の
大
枠
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
屯
田

兵
お
よ
び
民
間
移
民
団
に
よ
る
開
拓
、
北
方
民
族
と
し
て

の
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
・
文
化
、
囚
人
労
働
な
ど
が
念
頭

に
置
か
れ
た
と
書
い
た
が
、
初
日
に
計
画
外
視
察
と
し
て

行
っ
た
常
紋
ト
ン
ネ
ル
で
の
強
制
労
働
問
題
に
関
す
る
史

跡
等
の
視
察
の
後
、
タ
コ
労
働
も
し
く
は
囚
人
労
働
に
関

係
す
る
史
跡
・
施
設
が
、
二
日
目
の
「
鎖
塚
の
区
域
」、

三
日
目
の
「
博
物
館
網
走
監
獄
」
と
、
入
れ
替
わ
り
立
ち

替
わ
り
眼
前
に
現
れ
続
け
、
こ
の
テ
ー
マ
の
広
が
り
や
深

強
す
る
も
の
で
あ
る
。
モ
ヨ
ロ
貝
塚
は
、
約
一
三
〇
〇
年
前

に
今
の
網
走
の
地
に
暮
ら
し
た
、
北
か
ら
の
渡
来
民
族
モ
ヨ

ロ
人
の
集
落
跡
と
さ
れ
る
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
青

森
出
身
の
在
野
の
考
古
学
者
、
米よ
ね
む
ら
き
お
え

村
喜
男
衛
に
よ
る
遺
跡
の

発
見
を
機
に
発
掘
が
始
ま
っ
た
。「
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
」
は
一

九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
に
開
設
さ
れ
、
現
行
施
設
は
二
〇

一
三
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
も
の
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に

注
ぐ
網
走
川
河
口
の
地
に
、
後
述
す
る
「
網
走
市
立
郷
土
博

物
館
」
の
分
館
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
。
館
内
展
示
は
、

海
の
狩
猟
民
モ
ヨ
ロ
人
の
住
居
、
生
活
文
化
な
ど
を
詳
し
く

紹
介
す
る
。
個
人
的
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
中
心
と
し
たモヨロ貝塚館の外観

網走市立郷土博物館本館の外観
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め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、今
回
の
視
察
で
は
、「
北
見
屯
田
」
や
「
北
光
社
」

の
入
植
の
歴
史
に
つ
い
て
一
定
の
学
び
を
得
た
。
特
に
、

屯
田
兵
や
移
民
団
が
沿
岸
の
網
走
か
ら
内
陸
の
北
見
に
分

け
入
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ら
に
先
行
し
て
、
囚
人
労

働
に
よ
る
中
央
道
路
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
関

係
が
整
理
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
今
回
の
最
も
大
き
な
収
穫

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
北
海
道
の
歴
史
の
影
に
隠
さ
れ

た
、
開
拓
の
先
陣
に
し
て
犠
牲
者
と
い
う
視
点
に
立
つ
囚

人
労
働
の
実
態
解
明
は
、
こ
れ
か
ら
の
客
観
的
な
北
海
道

史
研
究
に
お
い
て
重
要
な
軸
と
し
て
関
心
が
注
が
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
は
佐
呂
間
町
の
栃
木
集
落
を
初
め
て
訪
問

し
、
何
年
も
前
に
テ
レ
ビ
番
組
（
（2
（

で
見
た
、「
開
基
五
十
周

年
記
念
碑
」
の
碑
文
に
「
田
中
正
造
」
の
文
字
を
確
認
で

き
た
こ
と
で
個
人
的
に
感
慨
に
浸
っ
て
き
た
。
公
共
哲
学

を
専
門
と
す
る
山
脇
直
司
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
は
、

著
書
の
中
で
田
中
正
造
を
取
り
上
げ
、「
…
「
公
共
協
力

相
愛
」
と
い
う
理
念
を
も
と
に
、
町
や
村
の
自
治
の
あ
り

方
を
根
本
的
に
考
え
直
し
た
…
」（

（2
（

と
評
し
て
い
る
。
足
尾

銅
山
鉱
毒
事
件
罹
災
住
民
の
佐
呂
間
移
住
と
い
う
歴
史
的

事
実
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
は
、公
害
問
題
の
み
な
ら
ず
、

現
代
に
お
い
て
も
国
・
自
治
体
間
関
係
や
自
治
の
あ
り
方

を
考
え
る
上
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
先
住
民
族
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
・

文
化
や
自
治
に
関
す
る
調
査
・
研
究
は
、当
研
究
会
に
と
っ

て
も
基
軸
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
先
史
時
代
や
古
代

史
の
領
域
に
は
や
や
消
極
的
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
今
回
の

視
察
で
「
と
こ
ろ
遺
跡
の
森
」
や
「
北
海
道
立
北
方
民
族

博
物
館
」、「
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
」
と
い
っ
た
諸
施
設
を
回
っ

た
こ
と
で
、そ
の
重
要
性
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

民
族
史
の
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
か
ら
す
れ
ば
、
古
代
と
近
代

の
区
分
な
ど
に
必
要
以
上
に
囚
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

反
省
し
つ
つ
、
こ
の
反
省
を
今
後
の
取
り
組
み
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
、
あ
る
い
は
そ
の
重
大
性
を
段
階
的
に
開
示
さ
れ
て
い

く
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
タ
コ
労
働
や
囚
人
労
働
に
関
す

る
情
報
は
北
見
・
網
走
地
域
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
「
月
形
樺
戸
博
物
館
」（
樺
戸
郡
月
形
町
月
形
）

な
ど
、
他
の
地
域
の
関
係
施
設
に
お
い
て
も
公
開
・
発
信

が
行
わ
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
こ
れ
ら
の
視
察
も
実
施

し
て
、
当
研
究
会
と
し
て
全
道
的
な
実
態
の
把
握
に
も
努

＜資料＞　明治期の北海道内における囚人労働による開削道路一覧
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た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
所
在
地

（
北
見
市
幸
町
七
丁
目
四
番
二
八
号
）
と
し
て
い
る
。

（
９
）　

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
一
一
月
に
開
業
し
た
北
見

市
立
の
複
合
施
設
。
現
在
は
科
学
館
、
博
物
館
、
美
術
館

か
ら
成
る
。
二
〇
〇
六
年
よ
り
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

制
度
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、「
株
式
会
社
オ
ホ
ー
ツ
ク
美

装
興
業
」
が
現
在
受
託
し
て
い
る
。

（
10
）　

旧
端
野
町
が
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
に
開
設
し
た

施
設
。
館
内
の
展
示
物
は
、
明
治
期
に
入
植
し
た
屯
田
兵

に
関
す
る
史
料
・
資
料
が
中
心
で
あ
る
。
開
館
期
間
は
五

月
～
一
一
月
で
、
冬
季
は
休
館
と
な
る
。
普
段
は
施
錠
さ

れ
て
お
り
、
入
館
希
望
者
は
隣
接
す
る
市
立
端
野
図
書
館

で
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

（
11
）　

栃
木
地
区
の
ピ
ー
ク
時
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
佐
呂
間

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
北
海
道
佐
呂

間
町
栃
木
』
の
掲
載
情
報
に
よ
る
。

（
12
）　

佐
呂
間
町
が
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
に
開
設
し
た

施
設
。
町
の
開
拓
資
料
を
収
集
・
展
示
す
る
。
普
段
は
施

錠
さ
れ
て
お
り
、
入
館
希
望
者
は
近
隣
の
佐
呂
間
町
町
民

セ
ン
タ
ー
で
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

（
13
）　

国
指
定
史
跡
「
常
呂
遺
跡
」
の
一
部
を
見
学
用
に
整
備
・

公
開
し
た
も
の
。
野
外
に
縄
文
時
代
・
続
縄
文
時
代
・
擦

文
時
代
の
集
落
遺
跡
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
出
土
品
な

ど
を
展
示
す
る
施
設
と
し
て
、
敷
地
内
に
「
と
こ
ろ
遺
跡

の
館
」（
一
九
九
三
年
開
設
）、「
と
こ
ろ
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
」（
一
九
九
八
年
開
設
）、
東
京
大
学
大
学
院
附
属

「
常
呂
資
料
陳
列
館
」（
一
九
七
三
年
開
設
）
が
設
置
・
公

開
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

美
幌
町
が
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
開
設
し
た
施

設
。
町
の
歴
史
、
自
然
、
芸
術
を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
博

物
館
と
し
て
設
置
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

以
下
、
網
走
刑
務
所
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
札

幌
矯
正
管
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

「
網
走
刑
務
所
」
の
情
報
を
参
照
し
た
。

（
16
）　

本
文
で
後
述
す
る
「
監
獄
歴
史
館
」
内
に
掲
示
さ
れ
た

パ
ネ
ル
展
示
「
網
走
に
監
獄
が
や
っ
て
き
た
」
の
記
述
に

よ
る
。

（
17
）　

北
海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
（
一
九
九
三
）
三
頁
の
内

容
を
要
約
。

（
18
）　

前
掲
書
一
三
頁
。

（
19
）　

前
掲
書
三
頁
。

（
20
）　

網
走
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
郷
土
博
物
館
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
」
の
記
載
内
容
に
よ
る
。

（
21
）　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
「
日
本
人
は
何
を
考
え
て
き
た
の
か 

第
三
回 

森
と
水
と
共
に
生
き
る
～
田
中
正
造
と
南
方
熊

楠
～
」（
初
回
放
送
二
〇
一
二
年
一
月
二
二
日
）。

（
22
）　

山
脇
（
二
〇
〇
四
）
九
八
～
一
〇
〇
頁
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

有
馬
尚
経
『
屯
田
兵
と
は
何
か

そ
の
遺
勲
と
変
遷
』
幻

冬
舎
、
二
〇
二
〇
年
七
月

・　

伊
藤
悟
編
『
写
真
集
「
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
足
跡
」』
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会
、
二
〇
一
六
年
三
月

・　

色
川
大
吉
『
自
由
民
権
』
岩
波
書
店
・
岩
波
新
書
、
一
九

八
一
年
四
月

　

当
研
究
会
と
し
て
は
、
引
き
続
き
道
内
を
中
心
と
し
た

現
地
視
察
を
計
画
し
て
い
る
。
第
三
回
以
降
も
豊
か
な
学

び
や
気
づ
き
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
注
】

（
１
）　

二
〇
一
九
年
四
月
に「
北
海
道
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
名
で
発
足
し
、
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
「
北
海
道
近
現

代
史
研
究
会
」
に
改
称
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、押
谷
一
（
酪

農
学
園
大
学
教
授
／
当
研
究
所
理
事
／
当
研
究
会
主
査
）、

竹
中
英
泰
（
旭
川
大
学
名
誉
教
授
／
当
研
究
所
理
事
）、

三
輪
修
彪
（
北
海
道
労
働
文
化
協
会
理
事
／
当
研
究
所
元

専
務
理
事
）、
正
木
浩
司
（
当
研
究
所
研
究
員
／
当
研
究

会
事
務
局
）。第
二
回
現
地
視
察
に
参
加
し
た
の
は
、押
谷
、

三
輪
、正
木
の
三
名
。
本
稿
の
執
筆
は
正
木
が
担
当
し
た
。

（
２
）　

正
木
（
二
〇
二
〇
）。

（
３
）　

自
治
研
中
央
推
進
委
員
会
事
務
局
発
行『
月
刊
自
治
研
』

第
五
二
九
号
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
）
一
三
～
二
二
頁

所
収
、「
小
さ
な
自
治
に
学
ぶ
（
６
）
北
海
道
留
辺
蘂
町
」。

（
４
）　

谷
本
（
二
〇
二
〇
）
六
頁
。

（
５
）　

本
段
落
の
記
述
は
、
有
馬
（
二
〇
二
〇
）
四
八
頁
を
参

照
し
た
。

（
６
）　

本
段
落
の
記
述
は
、
有
馬
（
二
〇
二
〇
）
二
〇
一
～
二

〇
五
頁
を
参
照
し
た
。

（
７
）　
『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』（
二
〇
一
三
年
四
月
二
三
日
付
）

掲
載
の
記
事
「【
わ
が
ま
ち
遺
産
】
坂
本
直
寬
顕
彰
碑
（
北

見
市
）」
に
よ
る
。

（
８
）　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会
は
、
二
〇
〇
二
年

一
二
月
二
四
日
に
法
人
の
設
立
認
証
を
受
け
、
法
人
の
主
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・　

正
木
浩
司
「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
一
回
現
地
視

察
レ
ポ
ー
ト

－

函
館
市
・
松
前
町
・
江
差
町
を
訪
ね
て
」（『
北

海
道
自
治
研
究
』
第
六
二
二
号
一
〇
～
一
六
頁
所
収
）
公
益

社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月

・　

山
下
重
一
「
坂
本
直
寬
の
生
涯
と
行
動
」（『
英
学
史
研
究
』

第
一
二
号
一
九
～
三
五
頁
所
収
）
日
本
英
学
史
学
会
、
一
九

七
九
年

・　

山
脇
直
司
『
公
共
哲
学
と
は
何
か
』
筑
摩
書
房
・
ち
く
ま

新
書
、
二
〇
〇
四
年
五
月

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

網
走
市
役
所＞

網
走
市
統
計
書

　
　
　

https://w
w

w.city.abashiri.hokkaido.jp/030shisei/

　
　
　020toukei/010toukeisyo/

・　

網
走
市
役
所＞

網
走
市
立
郷
土
博
物
館

　
　
　https://w

w
w.city.abashiri.hokkaido.jp/

　
　
　

270kyoiku/050kyoudo/

・　

北
見
市
役
所＞

北
見
市
の
生
い
立
ち

　
　
　

http://w
w

w.city.kitam
i.lg.jp/docs/2016062000139/

・　

北
見
市
役
所＞
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
一
覧

　
　
　

https://www.city.kitam
i.lg.jp/docs/2015021200054/

・　

北
見
市
役
所＞

端
野
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　http://w

w
w.city.kitam

i.lg.jp/docs/2016062800067/

・　

北
見
市
役
所＞

よ
う
こ
そ
！
と
こ
ろ
遺
跡
の
森
へ

　
　
　

https://w
w

w.city.kitam
i.lg.jp/docs/7209/

・　

佐
呂
間
町
役
場＞

も
う
一
つ
の
栃
木

　
　
　

https://w
w

w.tow
n.sarom

a.hokkaido.jp/shoukai/

　
　
　

sarom
anorekisi.htm

l

・　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
附
属　

北
海
文
化

研
究
常
呂
実
習
施
設
・
常
呂
資
料
陳
列
館

　
　
　

http://w
w

w.l.u-tokyo.ac.jp/tokoro/

・　

博
物
館
網
走
監
獄
公
式
サ
イ
ト

　
　
　

https://w
w

w.kangoku.jp/

・　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会

　
　
　

http://w
w

w.npo-pierson.org/

・　

美
幌
町
役
場＞

美
幌
博
物
館

　
　
　

http://w
w

w.tow
n.bihoro.hokkaido.jp/bunya/

　
　
　

m
useum

/

・　

法
務
省
・
札
幌
矯
正
管
区＞

北
海
道
内
の
矯
正
施
設
紹
介

情
報

　
　
　

http://w
w

w.m
oj.go.jp/kyousei1/kyousei09_00001.

　
　
　

htm
l#m

enu6

・　

北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

https://hokum
ouken.com

/

・　

北
海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
公
式
サ
イ
ト

　
　
　

http://hoppohm
.org/index2.htm

・　

モ
ヨ
ロ
貝
塚
館

　
　
　

http://m
oyoro.jp/

※　

最
終
閲
覧
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
一
年
二
月
二
五
日
。

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞　

・　

小
池
喜
孝
『
鎖
塚 

自
由
民
権
と
囚
人
労
働
の
記
録
』
岩

波
書
店
・
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
八
年
六
月

・　

小
田
清
「
北
海
道
開
拓
か
ら
開
発
へ

－

産
業
資
本
の
移
植
・

形
か
ら
そ
の
特
徴
を
考
え
る
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六

二
四
号
二
～
一
五
頁
所
収
）
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自

治
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
一
月

・　

重
松
一
義
『
博
物
館
網
走
監
獄
』
網
走
監
獄
保
存
財
団
、

二
〇
〇
二
年
一
月

・　

重
松
一
義
『
史
料 

北
海
道
監
獄
の
歴
史
』
信
山
社
、
二

〇
〇
四
年
一
一
月

・　

司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
（
15
）
北
海
道
の
諸
道
（
新

装
版
）』
朝
日
新
聞
出
版
・
朝
日
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
一
一

月
・　

常
紋
ト
ン
ネ
ル
工
事
殉
難
者
追
悼
碑
建
設
期
成
会
編
『
ト

ン
ネ
ル
の
壁
の
な
か
か
ら

－

常
紋
ト
ン
ネ
ル
工
事
殉
難
者
追

悼
碑
完
成
記
念
誌
』
中
川
功
方
、
一
九
八
三
年
一
月

・　

谷
本
晃
久
「
北
海
道
開
拓
の
光
と
影

－

「
開
拓
」
と
「
地

方
自
治
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
一
四

号
二
～
一
五
頁
所
収
）
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研

究
所
、
二
〇
二
〇
年
三
月

・　

布
川
清
司
『
人
と
思
想
（
50
）
田
中
正
造
』
清
水
書
院
、

一
九
九
七
年
五
月

・　

北
海
道
坂
本
龍
馬
記
念
館
編
『
北
海
道
の
坂
本
龍
馬
紀
行

（
弐
）
龍
馬
の
遺
志
を
継
い
だ
人
々
』
北
海
道
坂
本
龍
馬
記

念
館
、
二
〇
〇
九
年

・　

北
海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
編
『
北
海
道
立
北
方
民
族
博

物
館 

総
合
案
内
』
北
海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
、
一
九
九

三
年
三
月


